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性・年齢別，出生年代別にみた喫煙の動向

―肺がん検診受診者での観察―
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津熊 秀明 鈴木隆一郎

　わが国の成人男女における喫煙の動向を明らかにするため，大阪肺がん集団検診研究班が1981年から94年

までの14年間に実施した，肺がん検診の参加者に対する問診データを用い，性・年齢階級別，歴年別，出生

年代別に，喫煙状況を分析した。その結果，以下の成績を得た。

1.　現在喫煙の割合は，男女とも高齢者ほど低下した。

2.　喫煙割合は，概してどの年齢階級でも次第に減少する傾向にあったが，49歳以下の女性では逆に増加

した。

3.　同じ年齢階級でも出生年代別にみると，最近生まれの者ほど喫煙割合が減少する傾向にあったが，

1940～44年生まれを境に減少傾向が停滞し，特に女性では横ばいから増加に転じた。

4.　禁煙割合は，男性の40～44歳以上では最近生まれの者ほど増加したが，39歳以下では減少に転じてお

り，一方，女性では，45～49歳以下の若年層で増加しつつあった。

5.　非喫煙の割合は，最近生まれの者ほど増加する傾向にあったが，1940～44年生まれを境に女性では横

ばいから減少に転じた。

　以上から，成人男性では，近年，タバコ離れが次第に進みつつあるが，39歳以下の若年者では非喫煙者の

増加と禁煙者の減少が，同時に進行している可能性が推測された。成人若年女性では，喫煙割合が着実に増

加していたが，禁煙割合も次第に増加しつつあると推測した。
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